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単一のカーボンナノチューブ(CNT)は理論上極めて高い破断強度が期待されている。しかしなが

ら、CNT集合線では隣接する CNT間が弱い van der Waals力でのみ凝集しているため、単線で得

られる破断強度が得られず、実用化に至っていない。CNTを高強度軽量線材として応用するため

には、樹脂との複合化による CNT 間の界面制御が重要となる。本研究では、CNT 集合線がポリ

メタクリル酸メチル(PMMA)樹脂やノボラック(Novolac)樹脂との複合化により破断強度が向上で

きることを見出したので報告する。 

本研究では、CNT集合線は炭素源としてメタン(99.9999%)、触媒源としてフェロセン(98%)、キ

ャリアガスとして水素(99.9999%)を用いて、反応温度 1200 °C で化学気相成長法により合成した 

(Raw/CNT)。Raw/CNT 及び CNT 集合線を PMMA と Novolac で複合化した試料(PMMA/CNT、

Novolac/CNT)について応力-ひずみ曲線を測定した。 

Fig. 1(a)は、Raw/CNT、PMMA/CNT、Novolac/CNT のラマンスペクトルを示す。樹脂複合化に

よる G/D 比の変化はみられず、結晶化度の低下は確認されなかった。Raw/CNT、PMMA/CNT 間

では強度が 10倍ほど向上したが、伸びが 30%ほどに低下した。一方 Novolac/CNTは Raw/CNTに

比べて破断強度が 15 倍以上に向上し、伸びは 50%ほどに低下した(Fig. 1(b))。本講演ではコンポ

ジット化した CNT集合線への樹脂添加量が破断強度に及ぼす影響について議論する。 
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Fig.1 (a) Raman spectra and (b) stress-strain curves of the CNT samples. 
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